
三重県の精神障がい者の状況および
精神保健福祉施策について
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三重県の人口の推移と将来推計

総人口は減少、高齢化率は上昇
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資料；2020年以前は総務省統計局「国勢調査」、2025年以後は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」
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三重県の精神障がい者の状況

１）自立支援医療（精神通院医療）受給者数の推移（各年度3月31日現在）

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

全体 30,660 32,963 32,437 33,730 34,202 35,567

認知症など（F0※） 966 1,138 1,041 1,045 1,059 1,094

依存症など（F1） 533 593 513 492 497 500

統合失調症など（F2） 7,810 7,761 7,707 7,760 7,684 7,646

うつ病など（F3） 12,403 13,519 13,385 14,102 14,425 15,164

発達障害など（F8） 1,694 1,917 1,939 2,084 2,202 2,394

その他 142 131 122 99 49 40
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三重県の精神障がい者の状況

２）精神保健福祉手帳所持者数の推移（等級別）（各年度3月31日現在）



三重県の精神障がい者の状況

３）入院患者の推移（各年６月３０日現在）
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措置通報数・措置入院者数の推移
H27に比べ
約 1.3倍
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F1  精神作用物質使用による精神及び行動の障害

F3  気分［感情］障害

F5  生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

F7  知的障害＜精神遅滞＞

F9  小児＜児童＞期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害

F0  症状性を含む器質性精神障害

F2  統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害

F4  神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害

F6  成人の人格及び行動の障害

F8  心理的発達の障害

その他

措置入院患者のICD10区分推移
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H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6

F0 4 1 3 6 7 8 6 11 20 17

F1 5 4 2 4 6 7 6 4 8 6

F2 61 61 69 51 71 83 100 95 93 80

F3 10 9 16 13 12 23 21 16 22 24

F4 0 1 1 2 7 4 5 6 6 9

F5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

F6 5 3 2 3 1 7 4 5 4 4

F7 0 1 1 4 6 2 3 5 5 4

F8 3 2 3 3 1 4 4 4 6 7

F9 1 1 1 0 2 2 0 0 3 4

その他 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
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受診時間帯（年間合計）
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精神科救急システム事業実績



精神科救急システム事業実績 受診経路（年間合計）
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精神科救急システム事業実績 帰結（年間合計）
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令和７年度三重県における精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

◆精神障がい者地域移行・
地域定着支援事業

◆精神障がい者アウトリーチ体制構築事業  ◆精神保健相談支援
◆精神科救急医療システム ◆精神科病院入院患者退院後支援   

◆地域（自立支援）協議会精神部会
など

◆精神障がい者地域移行・地域定着推進連絡会
◆三重県自立支援協議会
◆三重県精神保健福祉審議会

医療観察法に係る支援
システム（保護観察所）

ア
ル
コ
ー
ル
・ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策

自
殺
対
策
・ひ
き
こ
も
り
対
策

精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが安心して自分らしく暮らすことが出来るよう重層的な連携に
よる支援体制を構築します

◆入院者訪問支援事業

◆心のサポーター養成事業
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心のサポーター養成事業 令和7年度事業報告

1. 位置づけ

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」において、精神疾患や精神
障害に関する普及啓発を推進することは、最も重要な要素の一つとされてお
り、厚生労働省では、心のサポーター養成事業を実施している。三重県にお
いては、県の人口が減少しているなか、精神保健福祉手帳所持者数及び自
立支援医療（精神通院医療）受給者数は増加していることから、精神疾患や
精神障害に関する普及啓発を目的に、心のサポーター養成事業を実施して、
精神疾患や精神障害に対する理解が進むよう取り組んでいる。

2. 主な取組内容

保健所における心のサポーター養成研修の開催。

学校や職域関係者等への心のサポーター養成研修の周知。

3. 取組状況

令和６年度までに累計180人を養成。令和７年度については現在照会中。

現時点で把握しているものは以下のとおり。

１３

実施主体 実施回数 対象者 養成者数

四日市市保健所 １回
民生委員・主任児童委員

57人

津保健所 １回
管内小中学校の養護教諭

17人

松阪保健所 ３回
①学校保健会49人、②企業16人、③学校14

人
79人

伊勢保健所 １回
障がい者福祉サービス事業所、市町障がい

福祉担当
24人

伊賀保健所 ３回
①社会福祉法人職員 28人、②民生委員

51人、③精神ワーキンググループ 14人
93人

尾鷲保健所 １回
精神保健関係者や民生委員、自殺対策担当

者
16人

大台町 ２回
大台町役場職員

44人

４. 令和8年度 事業計画（案）
保健所および市町による心のサポーター養成研修の開催を促進する。



むずかしい資格や専門知識は要りません。
いつか役立つメンタルヘルスの基礎や、人の悩みを聴くスキルを学
びます。
研修を受講すれば誰もが「心のサポーター」になることができます。

三重県では保健所職員等が指導者となって、様々な方を対象に心のサポーター養成研修を
実施しています。

広域にわたる場合は三重県こころの健康センター（059-223-5243 ）にご相談お願いいたします。

研修時間は約２時間 受講料は無料

心のサポーターを
職場や学校などで
養成してみませんか？

心のサポーターとは

お問い合わせ

桑人保健所 0594-24-3620（地域保健課）、0594-24-3625（健康増進課）

四日市市保健所 059-352-0596（保健予防課）

鈴鹿保健所 059-382-8673（地域保健課）、059-382-8672（健康増進課）

津保健所 059-223-5094（地域保健課）、059-223-5184（健康増進課）

松阪保健所 0598-50-0532（地域保健課）、0598-50-0531（健康増進課）

伊勢保健所 0596-27-5148（地域保健課）、0596-27-5137（健康増進課）

伊賀保健所 0595-24-8076（地域保健課）、0595-24-8045（健康増進課）

尾鷲保健所 0597-23-34２８（健康増進課）

熊野保健所 0597-89-6115（健康増進課）

保健所の事業計画によってはご対応できかねる場合もございます。

・メンタルヘルスの理解が広がり、こころの不調で悩む人が話しやすい環境に
なります。
・お互いを思いやる姿勢や声かけが増えるため、働きやすい環境整備にも
つながります。

心のサポーターが身近にふえると・・・

お気軽に各保健所にご相談ください！

まずはどんな感じの研修か知りたい どうやって研修を受講できるの

１４



三重県入院者訪問支援事業 令和7年度事業報告

1. 位置づけ

令和8年度以降の県内全域での事業展開に向けた、準備および検証の年

2.   主な取組内容

・実務者会議の開催

・訪問支援員養成研修の実施

・訪問支援員派遣のモデル実施

3.   取組状況

（1）実務者会議の実施

• 第1回（令和7年4月21日）：令和7年度事業計画（案）の共有

• 第2回（令和7年6月23日）：訪問支援員養成研修の内容確認

• 第3回（令和8年1月28日）：令和7年度事業報告

令和8年度事業計画（案）の共有

※今後は、人権や当事者の視点をより反映できるよう、委員構成の拡充を

    検討する。

（2）訪問支援員養成研修の実施

• 実施日：令和7年7月10日（木）

• 対象者：精神保健医療福祉分野における対人援助経験者

• 受講者数：34人

• 実施方法：

厚生労働省作成のカリキュラムを参考に実施。

事前学習（厚生労働省作成動画の視聴）および演習（集合研修）で構成。

１５



（3）訪問支援員の登録状況

• 登録者数：25人

• 所属機関：精神科病院、障がい者相談支援センター、民間事業所、行政
機関 等

• 保有資格：精神保健福祉士、看護師、保健師、社会福祉士 等

• 精神保健福祉分野での対人援助経験：5年以上の経験を有する者が約
8割

（4）訪問支援員派遣の実施

• 開始時期：令和7年10月～

• 協力病院：三重県立こころの医療センター、国立病院機構 榊原病院

• 対象者：上記病院に入院中の、市町長同意による医療保護入院者のうち、
本事業による支援を希望する者

• 実施件数： 1件（令和8年1月現在）

4.  令和8年度 事業計画（案）

• 県内全域での訪問支援員派遣開始に向け、精神科病院への個別訪問に
よる事業説明および調整を行う。

• 市町による医療保護入院後の面会実施と、本事業の周知が円滑に行わ
れる体制づくりを進める。

• 訪問支援員の活動の質の確保を目的として、フォローアップ研修を実施
する。

• 事業の円滑な推進および課題整理を図るため、実務者会議および推進
会議を開催する。

• 関係機関との連携強化を図るため、事業説明の機会を設ける。

１６







児童相談所

保健所

市町

警察

教育委員会

学校

医療機関
（精神科、救急、
小児科）

相談機関等

こども・若者
家族

三重県こども・若者の自殺危機対応チーム
運営事務局 ◎こころの健康センター 主管課 ◎健康推進課

■ユース・メンタルサポートセンターMIE （三重県立こころの医療センター内）
■弁護士・自死遺族 ■県教育委員会事務局
■子ども・福祉部 ■三重県立子ども心身発達医療センター

事案に応じた委員構成

三重県こども・若者の自殺危機対応チームのめざす姿

三重県のこども・若者の自殺危機対応チームは、地域全体で連携し、

早期介入と支援を強化することで、子ども・若者の自殺防止をめざし
ています。

また、家庭や学校、医療機関と連携し、予防的かつ継続的な支援体
制を構築します。

チームの対応

①チーム検討会議（定例及び随時）
ケースの見立て、支援方針・アドバ

イス等を検討します。
②連携会議（年１回以上）

支援結果を検証します。

こども・若者への対応（※）が
地域の支援体制では困難な地域支援者。

支援の対象

学校と地域の支援者が連携して支援する中で、本チームの支援要請を検討してください。
原則、市・町立等の学校は、まず管轄する市町・市町教育委員会に相談してください。

県立学校→県教育委員会事務局
               生徒指導課
県立学校以外→保健所を経由して、

こころの健康センター

支援要請

困難事例についての
支援者支援

※以下の状況にあるこども・若者への対応とします。

① 自殺未遂歴がある
② 自傷行為の経験がある
③ 自殺のほのめかしがあり、 自殺の可能
性を否定できない

④ その他専門的な支援の必要性があると
判断した場合

１９



令和6年度 精神科病院における虐待に関する報告

１．「業務従事者による障害者虐待の状況」（法第40条の７）

（１）業務従事者による障害者虐待を受けたと思われる精神障害者を発見した者
   による都道府県等への通報・相談件数

21 件

（２）業務従事者による障害者虐待を受けた精神障害者による都道府県等への
     届出・相談件数

128 件

（３）虐待の事実を判断した件数 3 件

（４）判断した虐待の事実
に係る被虐待者数

① 男性 2 人

② 女性 4 人

小計 6 人

（５）判断した虐待の
   種別・類型ごとの件数
  （重複あり）

① 身体的虐待 3 件

② 心理的虐待 1 件

２．「業務従事者による障害者虐待があった場合に採った措置」（法第40条の７）

（１）
業務従事者による障害者虐待についての通報や届出に関して、報告
徴収を行った件数

3 件

（２） 診療録や帳簿書類の提出・提示を命じた件数 3 件

（３） 職員又は指定医により、診療録や帳簿書類を検査した件数 3 件

（４） 職員又は指定医により、入院患者や関係者に質問を行った件数 3 件

（５） 指定医により、入院患者の診察を行った件数 0 件

（６） 改善計画の提出を求めた件数 3 件

（７） 提出された改善計画の変更を命じた件数 1 件

（８）

① 必要な措置を採ることを命じた件数 0 件

②
①に関する具体的な内容

（９） （８）の命令に従わなかった病院のうち、その旨を公表した件数 0 件

（10）
入院に係る医療提供の全部又は一部の制限を命じるとともに公示を
行った件数

0 件

３．「虐待を行った業務従事者の職種」（規則第22条の２の２）

１（４）の判断した虐待の事実に係る被虐待者に虐待を行った業務従事者の主たる
     職種ごとの人数

(1) 看護師 1 人

（2） 看護助手 2 人

小計 3 人

２０
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